
令和８年（2026年）７月13日

空知総合振興局産業振興部商工労働観光課

１．令和７年度（2025年度）管内訪日外国人宿泊者数

（１）全体

（単位：人）

R3 R4 R5 R6 R7 対前年度増減 対前年度比

管内計 70 955 4,936 5,126 5,390 264 105.2%

上期計 59 96 3,362 2,714 2,773 59 102.2%

下期計 11 859 1,574 2,412 2,617 205 108.5%

79 1,016 5,917 6,156 6,478 322 105.2%

全道シェア 0.24% 0.09% 0.11% 0.09% ー ー ー

29,523 1,076,926 4,358,127 5,786,294 ー ー ー

※R７全道分は集計中

（２）市町別

（単位：人）

1 滝川市 55 美唄市 542 美唄市 1,201 美唄市 1,478 美唄市 1,315

2 深川市 5 岩見沢市 135 栗山町 1,049 岩見沢市 842 岩見沢市 787

3 岩見沢市 4 滝川市 88 岩見沢市 880 三笠市 553 栗山町 550

上

位

３

市

町

令和７年度（2025年度）空知管内における訪日外国人宿泊者数調査結果の概要

R3 R4 R5 R6 R7

管内計 70 4,936 5,126 5,390955

宿泊客延数

全道計
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（単位：人）

令和７年度（2025年度）の空知管内における訪日外国人宿

泊者数（実数）は、5,390人となり、前年度の5,126人から

264人（5.2％）の増加となった。

管内24市町のうち、外国人が宿泊したのは計18市町となり、多い順に美

唄市（1,315人）、岩見沢市（787人）、栗山町（550人）、滝川市（544

人）、三笠市（471人）、芦別市（443人）、由仁町（264人）、夕張市

（250 人）、新十津川町（185人）、深川市（115人）、秩父別町（87

人）、南幌町（81人）、奈井江町（77人）、妹背牛市（71人）、赤平市

（60人）、浦臼町（48人）、長沼町（37人）、砂川市（5人）となった。

※R7全道分は集計中
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（３）国・地域別

ア　ジ　ア：中国、韓国、台湾、香港、シンガポール、マレーシア、タイ、インド、インドネシア、フィリピン、ベトナム

欧　　　州：ロシア、イギリス、フランス、ドイツ

北　　　米：アメリカ、カナダ

オセアニア：オーストラリア

（単位：人）

アジア計

1 インドネシア 24 ベトナム 117 韓国 1,657 韓国 1,015 韓国 1,148

2 ベトナム 18 中国 104 中国 664 マレーシア 768 台湾 1,065

3 中国 12 シンガポール 88 マレーシア 614 台湾 700 中国 880

4 韓国 1 韓国 37 台湾 500 中国 563 香港 445

5 － － 香港 35 香港 417 香港 563 ﾏﾚｰｼｱ 419

その他

（４）月別

２．参考

※国・地域の区分
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国・地域別で見ると、韓国が1,148 人で最多となり、次いで台湾（1,065人）、中国（880人）の順となった。

全訪日外国人宿泊者数（5,390人）のうち、85.2％にあたる4,594人がアジアからの宿泊者であった。

月別で見ると、7月が975人で最多となり、2月711

人、12月670人と続いた。

第１四半期（４～６月）の宿泊客数は減少したが、

他の四半期はすべて増加していたため、訪日外国人

の年間宿泊者数は昨年度に比べ増加した。
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　　　訪日外国人宿泊客数上位５位

宿泊客数 対前年度比

（人） （％）

1 美唄市 1,315 89.0

2 岩見沢市 787 93.5

3 栗山町 550 108.9

4 滝川市 544 105.2

5 三笠市 471 85.2

　シャトレーゼホテル栗山の定休日撤廃により、ゴルフを目的とした韓国からの来

訪が増加。

※参考：宿泊者数前年度５位

　日本国際協力センター（JICE）の日中友好交流基金事業により、農業視察を目的

とした中国からの来訪が増加。

※参考：宿泊者数前年度４位

　香港からの来訪が減少した影響もあるが、その他も微減しており、全体として減

少。

※参考：宿泊者数前年度３位

市町名 主　な　増　減　理　由

　韓国やタイ、シンガーポールなどが増加した一方、マレーシアからの来訪が大き

く減少したことで全体として減少。

※参考：宿泊客数前年度１位

　香港からの来訪が大きく減少したことで全体として減少。

 

※参考：宿泊者数前年度２位
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